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Abstract：This thesis examines the features of the teaching profession and discusses the construction 
of one’s own world by describing the concepts of the inner world, own world, independence, humility 
and self-improvement. It discusses the abilities and qualities of teachers as providers of education for 
human growth.





























































　梶田は , 内面世界に対して〈我の世界〉は ,「〈我々の
世界〉（世の中／世間）に対比して用いる概念」11 を指し ,
「自他を意識する枠組みが十分に整序されていない状態
なるが , 創刊号に収録される梶田叡一先生の論文が , こ
れについて的確に答えるものとなるであろう。本稿で
は ,「人間教育とは , その人のもつ可能性の全面開花＝
自己実現を目指す教育である」として論じることに
する。そうしたとき ,「その人のもつ可能性の全面開花

























　「内面世界」は , 梶田が「私自身は , 基本的に , 内面性
（interiority）あるいは内面世界（inner　world）という
視点から人間に関わる諸問題を理解したい」 5 と述べる




のがある。以下は , それを示す箇所であり , 長くなるが
引用する。
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　「内面世界」にも , 通常は ,〈我々の世界〉の影が
色濃く浸透しているのである。〈略〉「内面世界」





の世界〉も , 似通った性質をもつ。また ,「内面世界」
にも ,〈我の世界〉にも , 梶田はその世界の質の向上を
期待している。〈我の世界〉の向上だけを期待し ,「内
面世界」の向上には期待をしていないというわけでは


















象にするという場合 , 何よりもまず , 一人ひとりの持つ
内面世界 , 一人ひとりにとっての『世界』なり『現実』
なりを問題にせざるをえないということになる」 18 と述
べるように ,「内面世界」観は , 梶田が「心」への言及
を行う際に用いられる傾向があることである。「内面世
界」を取り上げた梶田（1991）で ,「内面世界」の基

















中で , 自分が存在していること , 自分が生きていること
をどう意味づけるか , 自分自身の生きているという事実
をどう意識化し対象化するか , に関わる」14 自己意識
のことである。より具体的に述べれば ,「『自分は
本来何者なのか？』『自分は何処から来て何処に行く










ろうか。つまり ,「内面世界」のうち , 先に梶田が示し
た実存的な問いをその人自らが自分自身に立て , 己の体






く漂うからである。個人 A の「内面世界」は , 他の誰
でもなく個人 A だけの世界である。しかし , 個人 A の〈我
の世界〉も,それが質の低い,貧しいものであったにせよ,
それでも個人 A の〈我の世界〉であることに変わりは








後も , 人類の幸せのために , より一層の発展が期待をさ
れている。問題は , その科学でとらえきれない領域の問
題 , 質の異なる概念的 , 意識的な領野までも , 科学で割
り切り ,「正解」を科学という他者に求め , 自ら主体的
に自分の答えを築こうとしない傾向に , 人が簡単にのみ
込まれやすくなっている点にある。そこに陥ってしま
うことにより , 自分を観ることなく , 人の内面を観るこ
となく , 個人の存在を人間 , 人類として外面的概括的に
とらえてしまう。そのために , 内省や自己内対話が不足







を真剣に思考し , 判断し , より豊かでより深い「自分の」
回答を求め , 他者と豊かで深い対話を展開していくとい
う道以外に , 現代の難問を乗り越える妥当な道は存在し
ないのではなかろうか。そして , その道を歩く , 主体的
な対話者 , 思考者に子どもたちを育てていくことが , 現
代における教育の , 極めて重要な社会的責務であると考
える。その道は , 同時に ,「内面世界」から〈我の世界〉
への気づき , 実存的自己意識へと導かれていく道である
























ある。そして , その成長の契機は ,〈我の世界〉と〈我々
の世界〉という視点をその個人が持てるかどうかにあ





















はいるものの , 近代以降隆盛を極めてきた科学主義が ,
人の「内面世界」,〈我の世界〉を物語るものでもある
といえる哲学 , 人の心を研究対象としているはずの心理








ある。その思考は , 後述するように , 責任転嫁ではなく
教師の自分磨きへと進む道になるからである。子ども
たちは , その先生を見ている。教育は , 先生と子どもた
ちの間に生まれる空気によって進むところがあり , その
空気を生み出すのは , その先生の存在 , あり方なので
ある。
　先の例でいえば , 指示を聞く子どもたちが変われば ,
教育効果は , また変わる。同じ子どもたちであっても ,
時間が異なれば , 教育効果が変わる可能性が生まれる。
教育は , あらゆることが変数になり得る営みでもある。
教師の語り方で変わり , 指導までの文脈で変わり , 教師
と子どもたちの人間関係で変わり , 教師と子どもたちの
それぞれの人としてのあり方によって変わり , 時間で変












回答ならば ,「自分は」失敗しても , 後悔することは
ない――子どもたち , 保護者 , 地域 , 学校にとって , 本
当に重要な難問に対する教師の回答とは , このように
「自分」と , 悩みと「覚悟」に満ちたものである。それは ,
教師の置かれている極めて厳しい状況を現していると
いえるが , だからこそ教師の回答には , 回答する教師の
心と頭の背丈が現れ出る。
　教師は , 自分自身の〈我の世界〉で , 難問に対する回
答を考え抜いてつくり出し , 見つけ出し , 決断していく
存在である。すなわち , 教師の仕事には , その人の人と
してのあり方 , その人の価値観や世界観 ,〈我の世界〉
が如実に現れ出るという本質的な特徴がある。従って ,






















そ , その後の教師の人間的な成長につれて , その回答は




る。いじめ問題 , 体罰問題と , 基本的なポイントを踏み







う問題こそが , 子どもたちにとってはもちろん , 教師自
身にとって , 重要でゆるがせにできない問題なのである。
例えば ,A4 用紙に全く同じ内容の子どもたちへの指示
を書き , それを 3 人の教師にそれぞれ子どもたちの前で












のでもない。もちろん , 先輩方や先人の教えに学び , 周
囲の意見に耳を傾けることは , 自らの回答を磨いていく
ために決定的に重要である。しかし , その対話が有効で
あるのは , 本人が必死で自分の回答を構成しようとし ,
その結果として仮の回答を自分でもっているからこそ
である。安易に人から教えてもらうことで , 難問が解決
することはない。最後の決め手は , 自分であるし , 途中
の決め手も自分である。つまり , 教育の回答をつくると
いうことは , 主体的な行為なのである。教師は , 誰かに

































るために , その傾向が最も鋭く現れ出るが , 実は , 人が
自分の人生を生きる中で出会う難問 , その人生の中でぶ










　もちろん , 知識や技能の獲得は重要であるが , それは
「守破離」でいえば ,「守」の段階である。それは , 正解
が出せる問題において , 正解を出せる知識 , 技能 , 思考・





える。しかし , 人生においては ,「離」の段階の力が求
められる。自ら鍛えた思考・判断・表現力で ,〈我の世界〉
にふさわしい回答を自分流につくり , 先の見えない地点
での臨機応変な対応 , 進むべき選択を , 自分らしく行う
力こそが , 人生を生きる上では求められる。その力の質





かという問題は ,〈我の世界〉がどのように豊かに , 深
く構築できているかという問題でもある。〈我の世界〉


















あり , 後者は「自分に対する自分自身の欲求や願望 , 意
志等の現れとしての能動的なもの」である24。その上で


















　〈我の世界〉を構築するということは , 人としても ,
教師としても , 自分が人生を生きるエネルギーとなるコ
アな部分の主体の確立こそが問われるのである。それ















が , 自分の質が低いと , それは単なる独りよがり ,「自
己中心的で利己的」な ,「傍若無人に我がままな」な判
断に堕する危険性を孕んでいる。すなわち ,〈我の世界〉
の質が低くては , 教師は前に進めないのである。教師は ,
人としてのあり方を不断に磨く姿勢 , 自分磨きの努力を
惜しまない姿勢・態度が必要な仕事なのである。「覚悟」
は , そのような自分磨きの努力を土台に , 初めて成立す
るものなのであろう。
4.3　情熱　
　子どもたちの変容があるところには , その裏で , 表で ,
変容した子どもたちを受け止め , 支え , 指導し , 進むべ
き道を教える教師の指導がある。それらなしに , 子ども
たちが自動的に , 自主的に育つことは , 学校においては
ないと考える姿勢は , 教師の責任感の源でもある。そし


























する社会的要求は高く , その分 , 教師も , 世間の目が一
層気になる。そのため , 教師は , 他者評価の虜になりや
すい。しかし , その虜になると , 教師の仕事が求める主
体性と , 強い摩擦 , 矛盾を生んでしまう。いじめ問題の
対応といった決定的に重要な問題について , 他者評価 ,
社会からの評価を恐れ , 保身に走る愚行が生まれること
は , 度々マスコミ等によって報道されている。
　教師に対して ,〈我々の世界〉が求める期待 , 要求は ,
非常に高く , 教師は , その「期待体系」に応えなければ

















るならば , 他者から批判されようと , その先の結果がど
うであろうと , 自分は自分らしく我が道を行くという ,
覚悟をもった主体性を確立しなければならない。他人
に自分の全てがわかるはずがない , 理解できるのは自分
でありたい , という気概をもち , 懸命に自分を磨く自分




自分の主観で , この世界を切り取り , 映し出しているわ
けである。だからこそ , 一人一人の〈我の世界〉をしっ




る人は存在しない。そして , これからもそのような人が ,
現実に現れることはない。なぜなら , それを達成するに
は , 人知を超えた大きな能力が必要になるからである。
それは , われわれを超越した領域の話であり , それを実
現できる存在は , まさしく神である。逆に述べれば , 人
である限り , どんなに優秀な人であっても , 人が考える
「世界」像には , 必ず多かれ少なかれドクサ（臆見）が

















承知するからこそ , 我々は , 一歩でもその完璧な世界に
近づけることができるように , より一層謙虚に自分磨き
に励むのである。少しでも「内面世界」に自分のドク












て , 天が自分に与えてくれた困難にぶつかり , 懸命に主
体的な思考・判断を行えば , 必ず自分は磨かれる。この
体験が , 経験となり ,〈我の世界〉が鍛えられる。自分
磨きの敵は , 失敗を恐れる自分であり , 他者評価や世間
体を恐れる自分であり , 困難から逃げ出す自分である。
この点で ,「4.2　謙虚」「4.3　覚悟」の重要性を再び
述べなければならない。謙虚に自分を見つめ , その結果 ,
もし自分のことを３だと考えているのなら , ３は３なり
に , ３の力を出し切ればよいはずである。しかし , 現実
には ,「自分は３の力しかないのです」と言っている人
の多くが , 困難を前にしたとき , 自分を３でも , ４でも
なく ,10 に「見せよう」とする。だから焦るし , 追い詰
められる。開き直る強さ , すなわち覚悟が , ここでも重




と格闘すれば , その中で , 自分の心と頭の背丈が , ４に
も５にもなっていくのである。自分磨きは , このように
して進んでいくのではなかろうか。自分の今の全てを
出し切った回答がこれであると判断すれば , 迷わず , 覚
悟を決め , 開き直って前に進むことが大切である。そう
でなければ , 教師の心の中心から , エネルギーは生まれ
てこない。前向きな教育もできない。
　むしろ , 恐れるべきは , 苦労のない平板な毎日の方に
ある。そんな毎日に慣れると , 人はだんだんと保身に
傾く。苦労を恐れ , 苦労を避けるようになる。人は , 苦
労なしには成長はできない。教師の自分磨きは , 実は ,
数多くの難問という山を通ることによってできていく
のである。すなわち , 立派な教師になれるかどうかは ,
どれだけ難問という山を登ったかによって決まる。そ
れならば , 人より険しい山に登る方がよい。その方が ,
経験は豊かになり , 苦労の結果 , 人として成長し , 自ら
が学んだ内容はより一層深まる。
5.2　自分のせいにする
　失敗から学ぶためにも , 苦労から学ぶためにも , 上手
くいかない原因を人のせいにしないことが重要である。
の世界」を構築していくことはできないであろう。
　「我々の世界」の目に支配され , 他者評価に囚われ ,
他者評価に自分の評価 , 理解を委ねてしまうという主体
性のない状態では , 本人が , 自己内対話や自己理解を
行っているつもりでも , その内実は他者評価を気にし ,
それに囚われているだけということにもなりかねない。
思考したり理解したりしている主語は , 自分のつもりで










　では , どのようにして教師は ,〈我の世界〉を構築し
ていけばよいのであろうか。それをこれよりも , さらに
一段具体的に述べてみる。〈我の世界〉の構築の方法の
第一歩は , 既に述べたように ,「内面世界」観を自分に
養うことである。そして ,〈我の世界〉は , どれだけ実
存的な自己への問いを思考し , 判断し , 表現し , どんな
体験 , 経験をしてきたのかという学びといえる自分磨き
によってその到達点が決まる。
　では , その自分磨きは , どのように行えばよいのであ




える。そのとき , それが大変なものであればあるほど ,
そこから「逃げない」決意を固め , 真正面からぶつかっ


















































きる教師になることが , 教師としての大成の道 , 自分磨
きの重要なポイントである。
　成長する教師は , 上手くいかなかったときにその原因
を , まず , 自分のせいにする。原因を自分の指導に求め ,















のかについて , 貪欲に , こだわって振り返り , 思考するこ
とが , 教職経験から最も効果的 , 効率的に学ぶ方法である。
　人のせいにする教師になってはいけない。人のせい











を論じ , 教師の仕事に「正解はない」とする立場から ,
教師の仕事の特徴と , 教師の〈我の世界〉に求められる
ものを論じたことが , 本稿の特徴といえる。
　他者評価問題が , その根本では主観と客観の認識問題
にもつながっていること ,「正解はない」ことから真の
対話のあり方が課題となること , 自己内対話力を高める
